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あらまし：大学初修外国語教育のためのスマートフォン復習教材を利用したブレンド型学習において，担

当教員自身が学習者全体や個別の学習者の学習状況を確認可能な学習分析ツールの開発に取り組んでい

る．特に，初修語学学習で必要とされるくり返し学習や４技能のバランスのとれた学習のために，学習項

目や頻度だけでなく，復習のタイミングや学習項目間の遷移等，学習者の復習活動の文脈を確認可能な学

習分析手法の実現に向けた検討を行う． 
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1. はじめに 
我々は，現在，継続的な繰返し学習が要求される

初修外国語授業を対象に，通常の対面授業に加え，

マイクロラーニングに基づく復習教材による隙間時

間を積極的に活用した自己調整型の復習と，これに

よる学習履歴の担当教員自身による学習分析による

個別のクラスに応じた授業展開や個々の学習者に対

する必要な学習指導により，持続的な学習を可能と

するブレンディッドラーニング環境の構築に取り組

んでいる． 

本稿では，本研究におけるこれまでの取り組みを

確認するとともに，個々の学習者の効果的な学習の

促進に必要となる，復習活動の文脈を確認可能な学

習分析手法の実現に向けた初期的検討を行う． 
 

2. 初修外国語学習のためのスマートフォン

活用ブレンド型学習と探索的学習分析 

2.1 マイクロラーニングに基づくスマートフォン教

材を活用したブレンド型学習 

本研究で実現を目指す初修外国語授業のためのブ

レンド型学習環境では，我々がこれまで提案してき

た 3 段階学習プロセスモデル(1)に基づくプレンド型

学習において，スマートフォンを活用したマイクロ

ラーニング形式による復習教材を提供する． 

一般に，初修外国語学習では，継続的な繰返し学

習の持続が必要となる一方，大学における第二外国

語教育の授業時間は極めて限られ，授業時間外の復

習が欠かせない．しかしながら他の専門科目等の学

習にも時間をかける必要のある学生にとって，第二

外国語の復習のためのまとまった時間を確保するこ

とは難しく，学習意欲も相対的に低くなりがちとな

る．このような問題を解決するためには，隙間時間

等を活用した復習を習慣化した自己調整学習ができ

ることが求められる． 

そこで我々は，昨今の学生が常時携帯するスマー

トフォンに着目し，その上で，細分化された学習単

位による断続的な学習を可能とするマイクロラーニ

ング形式の復習教材を提供するスマートフォンアプ

リケーション KoToToMoを開発するとともに，実授

業での実践を通じて有用性を確認した(2)．また，当

該実践で確認された操作性等の課題を解決するとと

もに，学習時の文脈を含めた学習履歴を xAPI 形式

により記録する KoToToMo Plus (図 1)の開発を進め

ている(3)(4)． 

2.2 授業担当教員自身による探索的学習分析 

また本研究では，必要に応じて個別の学習指導や

授業内容・進度の調整を行えるよう，授業担当教員

自身がスマートフォン教材による学習履歴を容易に

確認，分析可能とするための探索的学習分析ツール

の開発を進めている． 

我々の提案するスマートフォン教材を利用したブ

レンド型学習環境により復習を促進できることが確

認できた一方，何らかの理由により学習意欲が低下

し，十分な復習を継続できない学生も一定数いるこ

とも確認されている．このような学習者の存在は，

教育現場では時折見られることでもあるが，授業期
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間の早い時期に，このような学習者に担当教員が気

づき，注意喚起や必要な学習指導ができれば，その

後の学習活動や学習方法の改善が期待できる．しか

しながら，個別の学習者に常に注意を払うことは容

易ではなく，とりわけ，大学における第二外国語の

授業のように，一人の教員が複数のクラスを同時に

担当する場合，その受講生数は相当となり，これら

の受講生一人ひとりの復習状況を確認することは現

実的ではない． 

これに対し我々は，確認が必要な学生を早期に発

見し，注意を喚起できるよう，機械学習を利用して

学習者の将来的なパフォーマンスを予測する手法に

ついても開発している(5)．しかしながら，単純な機

械学習と比較して精度を向上できる一方，データだ

けでは識別が困難な学生が多く，担当教員自身によ

る学習状況の確認が必要であることも確認された． 

そこで，必ずしもデータ分析の専門家ではない授

業担当教員が，授業中の形成的評価や気付きに基づ

き，担当する複数クラス全体や個別の学生の学習状

況を対話的に切り替えながら確認し，分析可能とす

る探索的学習分析ツールの開発を進めている(6)． 
 

  
図 1 スマートフォン教材 KoToToMo Plus 

 

 
図 2 開発中の探索的学習分析ツール 

 

3. 復習活動の文脈の確認の必要性と課題 
初修外国語学習では単純な学習回数や学習時間の

積み重ねだけでなく，4 技能のバランスのとれた学

習が必要となる．そのため，学習状況の確認におい

ても，学習時間や学習回数等だけでなく，どのよう

な学習状況においてどのような学習を行ったのかと

いった文脈を含めた確認が必要となる． 

初修外国語を効果的に学ぶためには，発音のみや

文法のみといった偏った学習ではなく，4 技能を織

り交ぜながらバランスよく学習することが求められ

る．また，学習者によって得手不得手が予想される

ため，必要に応じて過去の学習内容のふり返りも必

要となる．そのため，学習分析を行う場合も，どの

ような学習状況において次に何を学習したのか等，

学習時の文脈を含めた学習分析ができることが求め

られる．現在，KoToToMo Plusでは，復習課題の取

り組みの有無だけでなく，アプリケーションの操作

履歴を含む詳細な記録を行っているが，その確認方

法については検討課題となっている． 
 

4. まとめ 
以上，我々が提案する 3段階学習プロセスモデル

に基づくブレンド型学習において，マイクロラーニ

ング形式による教材を提供するスマートフォン教材

と，これによる復習状況の確認のための探索的学習

分析ツールを確認するとともに，初修外国語学習の

促進のために復習時の文脈の確認の必要性を確認し

た． 
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